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こ
の
３
月
に
公
表
さ
れ
た
「
島
原
鉄

道
沿
線
地
域
公
共
交
通
検
討
調
査
」
を
踏

ま
え
て
、
島
原
鉄
道
の
役
割
、
な
く
し
て

い
い
の
か
、
廃
止
の
影
響
や
検
討
内
容
、

結
論
等
の
説
明
を
。

　
　

島
原
鉄
道
は
、
通
学
・
通
勤
、
観
光

に
至
る
ま
で
半
島
地
域
の
移
動
手
段
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
路
線
。
廃
止
に
な
っ
た
場
合
、

生
活
へ
の
広
い
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

半
島
に
と
っ
て
鉄
道
は
必
要
と
い
う
思

い
で
、
長
崎
県
・
諫
早
市
・
半
島
三
市
等

で
構
成
す
る
検
討
部
会
で
、
上
下
分
離
方

式
に
よ
る
鉄
道
存
続
、
路
線
バ
ス
へ
の
一

部
・
全
部
転
換
な
ど
追
加
調
査
を
実
施
し
、

判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
　

私
も
調
査
を
読
み
込
ん
だ
が
、
上
下

分
離
方
式
に
よ
る
鉄
道
存
続
が
確
実
な
維

持
運
営
に
最
も
有
効
と
結
論
付
け
て
あ
る

よ
う
だ
。
上
下
分
離
方
式
の
説
明
を
。

　
　

地
方
自
治
体
等
が
鉄
道
事
業
者
に
代

わ
っ
て
、
土
地
や
線
路
な
ど
の
鉄
道
施
設

の
下
の
部
分
を
整
備
し
、
上
の
部
分
の
運

行
は
事
業
者
が
行
う
こ
と
。
上
下
分
離
の

場
合
、
鉄
道
施
設
や
車
両
な
ど
を
保
有
し

な
い
た
め
、
固
定
資
産
税
の
負
担
が
な
く

な
り
、
ま
た
、
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
と

い
う
国
の
支
援
ス
キ
ー
ム
を
活
用
し
て
、

施
設
整
備
等
に
対
す
る
補
助
率
の
か
さ
上

げ
な
ど
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

座
席
数
54
の
車
両
に
現
在
平
均
乗
車

数
は
21
（
定
期
11
、
一
般
10
）
人
だ
が
、

乗
客
数
が
増
え
て
も
運
行
経
費
は
変
わ
ら

ず
、
そ
の
ま
ま
黒
字
。
現
状
で
も
乗
客
を

増
や
す
こ
と
で
改
善
が
図
れ
る
の
で
は
。

何
人
増
え
れ
ば
黒
字
化
す
る
か
。

　
　

多
く
の
方
々
に
乗
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
今
後
の
存
続
に
大
切
だ
。
定
期
外
の

利
用
者
51
万
４
５
６
０
人
か
ら
79
万
１
千

人
（
１
・
５
倍
）
に
な
れ
ば
黒
字
に
な
る
。

　
　

一
車
両
の
平
均
乗
車
数
で
言
え
ば
21

人
が
５
人
増
え
て
26
人
に
な
れ
ば
い
い
。

65
歳
以
上
が
使
え
る
シ
ル
バ
ー
定
期
は
伸

び
し
ろ
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
　

満
65
歳
以
上
の
方
な
ら
毎
日
何
回
で

も
鉄
道
、
バ
ス
、
フ
ェ
リ
ー
を
自
由
に
利

用
で
き
る
定
期
券
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
南
線
跡
地
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
整

　

備
◇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
観
点

　

で
埋
め
ず
に
リ
サ
イ
ク
ル
か
焼
却
で

◇
有
明
の
森
フ
ラ
ワ
ー
公
園
不
正
会
計
問

　

題
。
指
定
管
理
料
が
不
足
し
て
い
た

（
一
）
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
つ
い
て

　
　

①
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
と
効
果
は
？

②
第
二
期
推
進
計
画
と
取
組
は
？

③
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
取

組
は
？

　
　

①
健
康
や
体
力
保
持
増
進
、
地
域
の

交
流
や
絆
づ
く
り
で
活
力
あ
る
地
域
社
会

形
成
に
貢
献
す
る
も
の
。

②
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
推
進
し
、
関
係
団
体

や
機
関
が
協
働
し
て
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
参
加
者
が
急
激
に
減
少
。
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
地
域
内
交
流
が
、
世
代
を
超
え
推

進
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

（
二
）
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催
に
よ
る

島
原
市
の
活
性
化
を

　
　

①
島
原
の
大
会
誘
致
と
実
績
は
？

②
誘
致
等
で
の
奨
励
金
の
状
況
は
？

③
市
内
へ
の
経
済
的
効
果
は
？

　
　

①
昨
年
度
の
大
会
等
は
55
回
、
延
べ

宿
泊
者
数
約
１
万
１
２
０
０
人
。

②
昨
年
度
は
47
件
、
３
７
４
万
５
千
円
。

③
昨
年
度
は
延
べ
宿
泊
者
数
約
２
万
８
千

人
で
、観
光
消
費
額
は
約
９
億
５
千
万
円
。

　
　

①
整
備
計
画
の
概
要
は
？

②
整
備
後
の
維
持
管
理
等
が
重
要
課
題
と

な
る
が
？

　
　

①
廃
線
跡
地
を
活
用
し
、
約
２
・
９

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
譲
渡
の
う
ち
、
旧
秩
父

が
浦
駅
南
側
か
ら
水
無
川
左
岸
ま
で
２
・

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
を

整
備
し
、
令
和
８
年
度
完
成
予
定
。
総
事

業
費
約
７
億
円
で
50
％
は
国
の
交
付
金
を

充
当
す
る
。
「
島
原
市
自
転
車
活
用
推
進

計
画
」
を
策
定
済
で
市
民
の
活
用
を
推
進

す
る
。

②
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
長
崎
県
で
「
大

規
模
自
転
車
道
」
と
し
て
管
理
が
で
き
な

い
か
調
整
中
。

　
　

①
子
供
目
線
で
の
通
学
路
の
安
全
対

策
の
実
施
を
。

②
「
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
と
市
内
小
学
校

の
現
状
は
？

③
「
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
防
止
に
効
果
が

あ
る
「
幼
保
小
連
携
」
の
取
組
は
？　
　
　

　
　

①
毎
年
、
市
内
を
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
「
通
学
路
安
全
推
進
会
議
」
の
メ
ン

バ
ー
で
合
同
点
検
を
実
施
。

②
新
１
年
生
が
集
団
行
動
に
な
じ
ま
ず

に
、
授
業
に
集
中
で
き
な
い
状
態
で
、
現

在
３
人
の
報
告
が
あ
っ
て
い
る
。

③
就
学
前
に
幼
保
小
の
職
員
間
の
情
報
交

換
、
学
校
施
設
の
見
学
や
行
事
等
へ
の
参

加
、
要
録
で
子
供
た
ち
の
情
報
の
共
有
を

図
っ
て
い
る
。
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